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＊詳しくはスライド最後をご覧ください
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※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

なぜ“言葉”が“思考力”を高めるのか３
－レヴィトン著『組織化された心』から－







Daniel J. Leviton (著) (2014). The Organized Mind: 
Thinking Straight in the Age of Information Overload. 
Penguin Books.

Part 1:
・1章 過多な情報と過多な意思決定

－認知的なオーバーロードの状況を歴史的に見る
・2章 まっすぐするために何をするか

－注意と記憶をいかに働かせるか

Part 2: 組織化された心の各側
面
・3章 家庭
・4章 社会
・5章 時間
・6章 意思決定
・7章 仕事 ほか

D.レヴィトン（1957-）
McGill Univ.（カナダ、ケベック
州）の名誉教授
認知心理学、神経科学を専門。作家、
音楽家、音楽のプロヂューサー

attention memory



「第２章 まっすぐするために何をする
か」というタイトルの意味

Get straight

・・・の資料スライドです

・注意：選択的注意、セルフコントロール、自己制御機能（実行機能）
・言語：記憶とカテゴリー化された言語



・・・の資料スライドです

選択的注意

・出口に向かって情報処理を進め、解を得て終え
ること
・問題解決（思考）＝注意、知識（言語・記憶）




